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この 「グッドイヤー物語」 は、 月刊タイヤ、 1969 年 7 月号から 1970 年 5 月号までに

連載された記事である。

当時、 世界一のタイヤメーカーであったグッドイヤーの軌跡を記したものである。

※当時の記事を再現しているので、 現在と違った表現を使用する場合があります。

渡　辺　城一郎　氏　著

【第 8回】

戦争が求めた合成ゴム

「戦時中のグッドイヤーの社史はない」と言っているが、タイヤばかりか航空

機の有力メーカーにまでのしあがり、今日の宇宙科学の基礎を築いていった。

１　

宣
戦
な
き
参
戦 

１
９
３
９
年
９
月
１
日
、
ナ
チ
党
の
総
統
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
の
率
い
る
ド
イ
ツ
軍
は
、
宣
戦
布

告
も
せ
ず
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
入
し
た
。

３
日
後
に
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
両
国
が
ド

イ
ツ
に
宣
戦
し
た
が
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
占
領
の

勢
い
に
の
っ
た
ド
イ
ツ
軍
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
北
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ

ル
ギ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
と
爪
を
伸
ば
し

「
ハ
イ
ル 

・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
」
の
電
撃
作
戦
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
完

全
に
握
っ
て
し
ま
っ
た
。
１
９
４
０
年
５
月
２８

日
に
は
、
ダ
ン
ケ
ル
ク
の
イ
ギ
リ
ス
軍
が
総

退
却
を
開
始
、
６
月
１０
日
は
、
イ
タ
リ
ヤ
が
、

英

・
仏
に
宣
戦
、
１４
日
に
は
、
パ
リ
も
ド

イ
ツ
軍
の
無
血
入
城
と
い
う
事
態
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
は
慎
重
だ
っ
た
。
と

い
う
よ
り
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、

１
９
３
８
年
の
終
り
頃
か
ら
、
大
戦
勃
発
の

見
通
し
を
持
ち
な
が
ら
、
国
内
の
孤
立
主

義
的
気
運
と
恐
慌
が
依
然
解
決
さ
れ
て
い

な
い
と
い
う
指
導
力
不
足
の
た
め
に
、
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
側
に
味
方
す
る

「
参
戦
」

の
方
針
に
踏
み
切
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。 

し
か
し
、
ド
イ
ツ
軍
の
明
白
な
侵
略
行
為

は
、
ア
メ
リ
カ
の
世
論
を
動
か
し
、
陸
海

空
三
軍
の
大
拡
張
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

へ
の
軍
事
援
助
な
ど
の
臨
戦
体
制
が
進
め
ら

れ
て
い
っ
た
。 

「
長
い
灰
色
の
道
」
を
た
ど
っ
た
ア
メ
リ
カ
の

タ
イ
ヤ
産
業
界
は
、
こ
の
、
第
二
次
大
戦

勃
発
に
よ
っ
て
、
何
か
を
期
待
す
る
も
の
が

盛
り
上
が
っ
て
き
た
。
結
果
的
に
は
、
戦

火
が
不
況
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
事
に
な
る

が
、
ア
メ
リ
カ
の
背
景
は
、
タ
イ
ヤ
産
業

界
の
思
惑
を
よ
そ
に
、
新
し
い
段
階
を
迎

え
て
い
っ
た
。 

１
９
４
０
年
９
月
２２
日
に
は
、
日
本
軍
が

フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
北
部
に
進
駐
、

２
７
日
に
は
、
日
独
伊
三
国
同
盟
が
結
ば

れ
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
諸
国
の
侵
略
が
露
骨
に
な

っ
て
き
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
は
、
こ

れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
を
民
主
主
義
の
兵

器
廠
た
ら
ん
と
希
望
し
、
１
９
４
１
年
３
月

に
、
武
器
貸
与
法
を
成
立
さ
せ
、
ソ
連
を

含
む
連
合
国
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘
争
の
支
柱

の
役
割
り
を
果
た
す
事
に
し
た
。 

こ
の
、
軍
需
生
産
の
方
針
に
よ
っ
て
、
戦
争

ば
か
り
か
、
世
界
全
て
の
状
態
を
大
き
く

変
化
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
タ
イ
ヤ
産
業 

も

品
質

・
技
術
、
そ
し
て
合
成
ゴ
ム
の
発
展
へ

と
、
目
覚
ま
し
い
需
要
形
体
の
改
革
が
行

わ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
意
味
か
ら
、
参
戦
前

後
の
ア
メ
リ
カ
の
動
き
を
見
つ
め
て
、
近
代

タ
イ
ヤ
産
業
の
母
胎
を
考
え
て
み
た
い
。 

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
提
案
の
武
器
貸
与
法

が
成
立
し
て
２
週
間
目
、
ド
イ
ツ
海
軍
は
、

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
間
の
水

域
に
進
出
し
、
ア
メ
リ
カ
の
イ
ギ
リ
ス
援
助

を
妨
害
し
始
め
た
。
ア
メ
リ
カ
も
、
国
内

の
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
系
資
産
を
凍
結
し

た
が
、
ド
イ
ツ
潜
水
艦
は
、
ア
メ
リ
カ
駆

逐
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
も
っ
て
応
え
た
。
も

ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
日
本
資
産
も
凍
結

し
、
日
本
が
最
も
困
窮
し
て
い
た
石
油
の

対
日
輸
出
も
全
面
的
に
禁
止
し
た
。
そ
し

て
世
界
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

２
大
勢
力
対
決
へ
と
急
進
し
た
。
１
９
４
１

年
８
月
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
イ
ギ
リ

ス
の
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
の
間
で
、
大
西
洋
憲

章
を
発
表
し
、
領
土
不
拡
大
、
不
可
侵
、

民
族
自
決
、
経
済
協
力
、 

安
全
保
障
な
ど
、

８
項
目
を
決
め
、
連
合
国
の
戦
争
目
的
を

打
ち
出
し
た
。
ソ
連
は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
が
、
ソ
連
を
排
除
し
た
事
に
不
満
を

示
し
た
が
、 

フ
ァ
シ
ズ
ム
打
倒
と
い
う
共
通

の
目
標
に
向
か
っ
て

「
奇
妙
な
同
盟
」
の
結

果
を
強
め
て
い
っ
た
。 

ア
メ
リ
カ
は

「
宣
戦
布
告
な
き
参
戦
」
と

い
う
、
微
妙
な
立
場
に
あ
っ
た
が
、
国
内
の

世
論
は
、
参
戦
を
支
持
す
る
者
が
３８
％
と

い
う
程
度
で
、
な
お
、
参
戦
回
避
が
可
能

で
あ
る
―
と
考
え
、
望
ん
で
い
た
。



２　

真
珠
湾
奇
襲
の
刺
激

今
度
は
、
日
米
の
対
立
だ
け
を
見
て
み
よ

う
。 

１
９
３
９
年
７
月
２６
日
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本

政
府
に
対
し
、
１
９
１
１
年
以
来
の
日
米
通

商
条
約
の
破
棄
を
通
告
し
て
き
た
。 

野
村

外
相

・
グ
ル
ー
駐
日
大
使
の
間
で
協
調
会

談
が
始
め
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
は
、
ド

イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
制
覇
に

力
を
得
て
、
南
進
政
策
を
決
め
、
三
国
同

盟
の
第
三
条
で
も
、
明
ら
か
に
、
ア
メ
リ

カ
を
名
指
し
た

「
…
現
在
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦

争
、
あ
る
い
は
、
日
中
抗
争
に
関
係
し
て

い
な
い
一
国
…
」
と
う
た
い
、
日
米
関
係
の

平
和
解
決
は
不
可
能
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
石
油
の
ほ
か
、
鉄
屑
の
対
日

輸
出
も
止
め
る
な
ど
、
経
済
的
圧
力
を
強

め
始
め
て
い
た
。
一
方
、
日
本
で
も
、
御

前
会
議
は

「
情
勢
の
推
移
に
伴
う
帝
国
国

策
要
綱
」
を
決
定
し
、
対
米
英
戦
も
辞
せ

ず
の
態
度
を
固
め
つ
つ
あ
っ
た
。
７
月
に
は
、

ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン

ダ
も
日
本
資
産
の
凍
結
措
置
を 

執
り
、
８

月
２８
日
、
日
本
は
、
野
村
大
使
を
通
じ
、

日
米
首
脳
会
談
を
提
唱
し
た
が
、
ア
メ
リ

カ
は
拒
否
し
て
き
た
。
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
・

イ
ギ
リ
ス
と
の
開
戦
を
１１
月
下
旬
と
定
め
、

準
備
を
進
め
、
近
衛
内
閣
か
ら
東
条
内
閣

に
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
、
日
米
間
は
、
最
後

的
局
面
を
迎
え
様
と
し
て
い
た
。
１１
月
２２

日
、
日
米
会
談
が
始
ま
っ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
が
提
出
し
た

「
ハ
ル
ノ
ー
ト
」
は
、
中
国
・

イ
ン
ド
シ
ナ
か
ら
日
本
軍
撤
退
の
要
求
を

含
む
も
の
で
、
日
本
が
認
め
る
も
の
で
な
い

事
は
充
分
承
知
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

１２
月
１
日
の
御
前
会
議
で
、
イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
開
戦
を
決
定
し

た
。

ア
メ
リ
カ
は
、
日
本
の
奇
襲
を
計
算
し
て
い

た
が
、
南
方
攻
撃
を
マ
ー
ク
し
す
ぎ
、
ハ
ワ

イ
を
忘
れ
て
い
た
。

１２
月
８
日
、
日
本
海
空
軍
は
、
つ
い
に
ハ
ワ

イ
真
珠
湾
基
地
の
米
太
平
洋
艦
隊
を
奇
襲

攻
撃
し
た
。 

そ
し
て
、
３
０
０
０
人
の
ア
メ

リ
カ
将
兵
の
命
を
奪
い
、
５
隻
の
戦
艦
を

沈
め
た
。
日
本
軍
は
、
こ
の
作
戦
の
た
め
、

す
で
に
、
１１
月
２５
日
に
は
、
行
動
を
開
始

し
て
い
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
と
同
様
、
日
本

軍
の
行
動
は
迅
速
だ
っ
た
。
１０
日
に
は
、
グ

ア
ム
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
上
陸
し
、
マ
レ
ー
沖

で
は
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
主
力
を
撃
破
し
、

２５
日
に
は
、
香
港
を
占
領
、
翌
年
の
２
月

に
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領
、
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
を
指
揮
官
と
す
る
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア

メ
リ
カ
軍
を
全
面
撤
退
さ
せ
る
と
い
う
戦

局
に
追
い
や
っ
た
。 

こ
の
、
日
本
の
奇
襲
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の

気
持
ち
を
一
変
さ
せ
、
８
日
に
対
日
宣
戦

を
布
告
、
続
い
て
、
対
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ

ア
へ
も
宣
戦
を
通
告
し
た
。 

「
リ
メ
ン
バ
ー
・
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
」
を
合

言
葉
に
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
は
、
完

全
に
息
を
吹
き
返
し
て
い
っ
た
。
つ
ま
っ
た

パ
イ
プ
が
直
っ
た
様
な
勢
い
で
、 

国
民
生
産

力
は
膨
れ
上
が
り
、
８
８
６
億
ド
ル
か
ら
、

２
０
０
０
億
ド
ル
に
、
生
産
高
が
迫
っ
た
。

１
９
３
９
年
に
１
２
０
０
万
人
も
い
た
失
業

者
の
大
群
は
、
み
る
み
る
う
ち
に
、
軍
需

産
業
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。 

３　

タ
イ
ヤ
工
場
で

タ
イ
ヤ
工
場
で

航
空
機
の
生
産

航
空
機
の
生
産

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
社
史
に
は

「
日
米
開
戦
か

ら
終
戦
ま
で
の
物
語
は
存
在
し
な
い
」
と

さ
れ
て
い
る
。 

戦
争
と
い
う
悲
劇
か
ら
見

れ
ば
、
触
れ
た
く
な
い
数
か
も
し
れ
な
い

が
、
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ヤ
史
は
、
こ
の
期
間

の
推
移
を
書
か
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。

戦
時
中
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
売
り
上
げ
は
、

１
９
４
１
年
度
、
３
億
３
０
０
０
万
ド
ル
か

ら
、
１
９
４
４
年
度
の
、
７
億
８
０
０
０
万

ド
ル
へ
と
倍
増
し
て
い
っ
た
。 

政
府
に
管
理
さ
れ
た
兵
器
工
場
と
し
て
の

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
だ
か
ら
、
戦
争
ぶ
と
り
と

い
う
言
葉
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
の
売
り

上
げ
は
、
政
府
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
材

料
で
、
し
か
も
、
軍
の
兵
器
廠
か
ら
派
遣

さ
れ
た
技
師
の
監
督
下
で
、
軍
需
兵
器
を

製
造
、
納
入
し
た
、
名
目
上
の
金
額
だ
っ
た
。

従
っ
て
、
利
益
は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
と
い
っ
た
状

態
だ
っ
た
。 

こ
れ
を
利
益
率
か
ら
見
る
と
、
１
９
４
０
年
、

平
時
最
後
の
年
度
は
、
４
・
８
％
だ
っ
た
が
、

翌
１
９
４
１
年
は
、
３
・
９
％
、
次
の
１
年
は
、

３
・
２
％
、
４
３
年
は
、
２
・
０
％
、
４
４
年
、
１
・

９
％
、
そ
し
て
、
終
戦
の
年
、
１
９
４
５
年

に
初
め
て
２
・
１
％
ま
で
に
回
復
す
る
と
い
っ

た
状
態
だ
っ
た
。 



こ
の
頃
の
ア
メ
リ
カ
は
、
戦
争
遂
行
に
直
接

貢
献
し
な
い
物
資
は
、
全
て

「
ノ
ン
・
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
」
と
し
て
、
生
産
中
止
を
命
じ

ら
れ
て
い
た
。

デ
ト
ロ
イ
ト
の
乗
用
車
生
産
と
、
ア
ク
ロ

ン
の
乗
用
車
用
タ
イ
ヤ
の
生
産
も
、
非

戦
闘
用
産
業
と
し
て
、
生
産
中
止
と
な

っ
た
。
ひ
と
月
前
に
当
た
る
、
１１
月
の
全

ア
メ
リ
カ
で
の
乗
用
車
タ
イ
ヤ
生
産
本
数

は
、
３
１
０
万
本
だ
っ
た
が
、
１２
月
に
は
、

１
９
０
万
本
に
、
翌
１
月
に
は
、
２３
万
本
、

そ
し
て
、
７
月
に
は
、
わ
ず
か
６
万
本
に
減

っ
て
し
ま
っ
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
倉
庫
に

あ
っ
た
、
３
５
０
万
本
は
、
政
府
に
凍
結
さ

れ
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
６
万
人
の
従
業
員
は
、

大
半
が
航
空
機
タ
イ
ヤ
、
戦
闘
機
用
ホ
イ

ー
ル
と
、
ブ
レ
ー
キ
生
産
に
配
置
転
換
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。 

ま
た
、
戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
各
地
の
タ

イ
ヤ
工
場
は
本
格
的
に

「
Ｂ
２９
」
「
Ｐ
３８
」

な
ど
の
航
空
機
生
産
に
乗
り
出
し
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
も
、
規
模
に
お
い
て
、
ア
メ

リ
カ
１０
大
航
空
機
製
造
会
社
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
る
程
に
な
っ
た
。

専
門
の
ゴ
ム
製
品
に
つ
い
て
は
、 

ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
の
巨
大
な
タ
イ
ヤ
か
ら
、
ジ
ー
プ
の

引
っ
張
る
小
型
荷
物
専
用
車
の
タ
イ
ヤ
、

爆
撃
機
の
低
圧
タ
イ
ヤ(

急
造
の
滑
走
路

用)

か
ら
艦
載
機
用
高
圧
タ
イ
ヤ
と
、
あ

ら
ゆ
る
兵
器
の
タ
イ
ヤ
を
生
産
し
て
い
た
。 

ま
た
、
海
兵
隊
が
太
平
洋
諸
島
の
上
陸
作

戦
に
使
っ
た
ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
メ
イ
ウ
エ
ス
ト

式
救
命
胴
着
、
航
空
機
に
搭
載
す
る
救
命

ゴ
ム
ボ
ー
ト
、
敵
地
で
川
に
浮
か
べ
て
、
そ

の
上
に
橋
を
か
け
る
、
ゴ
ム
製
ハ
シ
ケ
と
い
っ

た
ゴ
ム
製
品
も
、
機
械
を
休
め
る
間
も
な

く
生
産
さ
れ
て
い
く
。 

４　

壊
れ
な
い
燃
料
タ
ン
ク 

ス
タ

ー
リ

ン
グ

ラ

ー
ド

攻

防

戦

は
、

１
９
４
３
年
２
月
２
日
、
ド
イ
ツ
軍
の
降
伏

で
終
わ
り
を
告
げ
た
。
９
月
３
日
に
は
、

イ
タ
リ
ア
の
総
統
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
に
代
わ

る
、
バ
ド
リ
オ
政
権
が
イ
タ
リ
ア
無
条
件

降
伏
に
署
名
、
同
じ
頃
、
太
平
洋
戦
線

で
は
、
日
本
軍
の
攻
勢
が
衰
え
、
ア
メ
リ

カ
軍
が
、
戦
闘
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
。

１
９
４
４
年
６
月
６
日
に
は
、
歴
史
的
な
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
作
戦
が
開
始
さ
れ
、
連
合
軍
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
大
反
撃
を
展
開
し
た
。 

太
平
洋
戦
線
も
、
レ
イ
テ
島
に
上
陸
、
さ

ら
に
、
レ
イ
テ
沖
海
戦
で
も
、
特
攻
機
カ

ミ
カ
ゼ
の
犠
牲
も
空
し
く
、
日
本
艦
隊
は

敗
北
を
続
け
、
戦
局
の
帰
趨
は
あ
き
ら
か

に
な
っ
た
。 

戦
争
の
長
期
化
は
、
武
器
を
大
き
く
進
歩

さ
せ
た
。
一
発
ご
と
に
装
填
す
る
小
銃
も
、

連
続
半
ダ
ー
ス
の
弾
丸
を
引
き
金
ひ
と
つ 

で
発
射
す
る
歩
兵
銃
、
大
量
殺
人
を
可
能

に
し
た
カ
ー
ビ
ン
銃
か
ら
、
日
本
に
と
ど
め

を
刺
し
た
原
爆
の
開
発
、
レ
ー
ダ
ー
の
実
用

化
な
ど
、
近
代
科
学
の
全
て
が
戦
争
の
た

め
に
動
員
さ
れ
た
。
ゴ
ム
工
業
も
、
例
外

で
は
な
い
。

ガ
ソ
リ
ン
に
侵
さ
れ
な
い
、
弾
丸
が
貫
通
し

て
も
ガ
ソ
リ
ン
漏
れ
の
な
い
、
そ
し
て
引
火

も
し
な
い
燃
料
タ
ン
ク
が
要
求
さ
れ
、
つ
い

に
は
、
ゴ
ム
の
運
命
を
も
一
変
さ
せ
た
。
―

「
合
成
ゴ
ム
」
の
開
発
促
進
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
燃
料
タ
ン
ク
は
、
レ
ー
ヨ
ン
を
中
心
に

は
さ
み
込
み
、
表
と
裏
に
天
然
ゴ
ム
の
層

を
ベ
ニ
ヤ
板
の
よ
う
に
張
り
合
わ
せ
る
。
天

然
ゴ
ム
の
弾
力
は
、
弾
丸
が
貫
通
し
て
も
、

金
属
性
の
タ
ン
ク
の
様
に
大
き
く
は
じ
け
裂

け
て
穴
を
あ
か
さ
ず
、
む
し
ろ
逆 

に
閉
じ

て
し
ま
う
利
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
天
然

ゴ
ム
は
ガ
ソ
リ
ン
に
溶
け
る
弱
点
が
あ
る
。

そ
こ
で
内
側
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
に
変
化
し
な

い
合
成
ゴ
ム

「
ブ
ナ
Ｎ
」
を
張
り
、
外
側

を
レ
ー
ヨ
ン
の
繊
維
で
補
強
し
た
の
だ
。 

こ
の
タ
ン
ク
の
開
発
で
、
米
軍
機
の
被
害
は

目
に
見
え
て
減
り
、
カ
ミ
カ
ゼ
の
射
手
達
の

ク
ビ
を
ひ
ね
ら
せ
て
い
た
。
日
本
軍
部
は
、

弾
丸
の
粗
悪
化
を
嘆
き
、
メ
ー
カ
ー
達
は
、

パ
イ
ロ
ッ 

ト
の
質
の
低
下
の
た
め
と
、
お
互

い
に
責
任
の
転
化
に
終
始
し
た
裏
話
も
あ

る
。 

こ
れ
は
、
合
成
ゴ
ム
利
用
の
、
ほ
ん
の
ひ
と

つ
の
事
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
第
二
次
大
戦
が

生
ん
だ
産
物
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
需
要
の
枠

を
拡
げ
た
も
の
は
な
い
。

５　

代
用
ゴ
ム
の
研
究

ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
進

出

し
た

１
９
３
９
年

（
昭
和
１４
年
）
９
月
、
ア

メ
リ

カ
に
は
、

ゴ
ム
の
ス
ト

ッ
ク

が
、

１２
万
５
０
０
０
ト
ン
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ

は
、
平
時
に
お
け
る
ゴ
ム
の
、
１
カ
月
分
消

費
量
で
あ
る
。 

政
府
は
軍
需
物
資
調
達
の

た
め
に
ゴ
ム
会
社
を
設
立
し
た
が
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
か
ら
も
数
十
人
の
社
員
が
出
向
を

命
じ
ら
れ
た
。
彼
ら
は
、
公
社
職
員
と
し

て
世
界
中
を
飛
び
回
り
、
ゴ
ム
の
買
い
付
け

を
始
め
た
。
こ
う
し
て
日
米
開
戦
の
時
に

は
、
約
１
０
０
万
ト
ン
、
ほ
ぼ
１
年
分
の
ス

ト
ッ
ク
が
集
め
ら
れ
た
。 

と
こ
ろ
が
、
日
本
軍
が
、
世
界
の
ゴ
ム
の
９

割
を
供
給
し
て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
と
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
を
占
領
し
た
時
は
、
ゴ
ム
公
社
ば

か
り
か
、
連
合
軍
の
兵
器
工
場
だ
っ
た
ア
メ

リ
カ
に
、
一
大
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
。
ス
ト

ッ
ク
を
使
い
果
た
し
た
１
年
後
に
は
、
軍
用

ト
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
航
空
機
ま
で
動
か

な
く
な
る
計
算
で
あ
る
。 

合
成
ゴ
ム
の
研
究
は
、
第
一
次
大
戦
中
に

も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に

海
上
を
封
鎖
さ
れ
た
ド
イ
ツ
で
進
め
ら
れ 

当
時
は
、
エ
ル
ザ
ッ
ツ
・
ゴ
ム

（
代
用
ゴ
ム
）

と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

ゴ
ム
の
分
子
も
石
炭
の
分
子
も
同
じ
炭
化

水
素
で
あ
る
事
に
目
を
付
け
、
石
炭
か
ら

ゴ
ム
を
作
り
出
し
、
こ
れ
を
、
一
部
の
ト
ラ

ッ
ク
タ
イ
ヤ
や
、
野
戦
砲
の
部
品
に
使
っ
て

い
た
。 

し
か
し
、
第
一
次
大
戦
終
結
と
同
時
に
、

そ
の
必
要
が
な
く
な
り
、
研
究
、
生
産
が

ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
第
二
次
大
戦
が
始
ま
る

と
、
ド
イ
ツ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
上
封
鎖

を
恐
れ
て
、
再
び
代
用
ゴ
ム
の
研
究
を
進

め
て
い
た
。 

ド
イ
ツ
の
合
成
ゴ
ム
は
、
ブ
ナ
型
と
呼
ば

れ
、
ブ
ナ
Ｎ
は
、
油
を
は
じ
く
性
質
が
あ
り
、

ブ
ナ
Ｓ
は
、
弾
力
性
が
あ
っ
て
、
タ
イ
ヤ
の

ト
レ
ッ
ド
に
向
い
て
い
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
創
設
の
頃
、
ゴ
ム
価

の
暴
騰
に
苦
し
ん
だ
あ
げ
く

「
代
用
ゴ
ム
」

と
し
て
、
合
成
ゴ
ム
の
研
究
を
手
掛
け
て
い

た
が
、
そ
の
生
産
原
価
は
、
天
文
学
的
な

数
字
に
達
し
、
と
て
も
商
業
ベ
ー
ス
に
乗
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
研

究
を
怠
っ
た
訳
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
の
エ
ル

ザ
ッ
ク
・
ゴ
ム
を
研
究
す
る
た
め
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
技
術
研
究
所
の
、
デ
イ
ン
ズ
モ
ア
技

師
は
、
何
度
も
ド
イ
ツ
を
訪
ね
、
独
自
の

製
造
法
の
研
究
を
進
め
て
い
た
。 

ド
イ
ツ
の
ブ
ナ
型
ゴ
ム
は
、
炭
化
水
素
の
結

合
に
は
、
４
時
間
の
反
応
時
間
が
必
要
だ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
デ
イ
ン
ズ
モ
ア
技
師
は
、

結
合
を
早
め
る
た
め
に
、
石
鹸
水
に
よ
る

乳
合
化
の
方
法
を
あ
み
出
し
、
１５
時
間
で

結
合
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

こ
の
方
法
に
よ
る
ブ
ナ
型
ゴ
ム
は

「
ケ
ミ

ガ
ム
」
と
名
付
け
ら
れ
、
１
９
３
９
年
に

は
、
日
産
１
ト
ン
な
が
ら
、
実
験
工
場
を

持
つ
程
、
実
用
化
へ
進
ん
で
い
っ
た
。
国
内

で
ゴ
ム
を
調
達
で
き
な
い
ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ム

会
社
の
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
処
置
だ
っ
た
が
、
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
１
９
４
０
年
、
こ
の
ケ
ミ

ガ
ム
工
場
に
、
４０
万
ド
ル
を
投
じ
、
年
産

２
０
０
０
ト
ン
の
規
模
に
拡
張
し
て
い
っ
た
。 

６　

石
油
が
生
ん
だ
ゴ
ム 

ド
イ
ツ
の
化
学
者
が
、
合
成
ゴ
ム
の
原
料
を

石
炭
の
炭
化
水
素
に
求
め
た
の
に
対
し
、
ア

メ
リ
カ
の
化
学
者
は
、
同
じ
分
子
を
石
油

に
求
め
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
巨
大
な
石
油

の
産
出
国
で
あ
り
、
石
油
に
つ
い
て
は
、
ど

の
国
よ
り
も
知
り
尽
く
し
て
い
た
。 

そ
こ
で
、
つ
き
つ
め
た
の
は
、
石
油
が
生
ん

だ
合
成
ゴ
ム
の
原
料 

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
で
あ

る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
ハ
イ
オ
ク
タ
ン
の
航

第2次大戦の頃、生ゴム不足から生まれたスチレン・ブタジェ ン・ラバー (SBR) 

は、 二十世紀のゴムの 利用形態を大きく変えていった。グッドイヤーの工場

施設も合成ゴムに適した生産方式にエスカレートしていく。 



空
機
用
ガ
ソ
リ
ン
の
入
っ
た
タ
ン
ク
の
底
に

溜
ま
る
、
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
た
不
純
物
が

「
ブ
タ

ジ
エ
ン
」
で
あ
る
。
「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
は
、
石

油
ば
か
り
か
、
石
炭
、
石
灰
石
、
天
然
ガ
ス
、

ア
ル
コ
ー
ル
か
ら
も
作
れ
る
。
「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」

の
中
に
は
、
炭
化
水
素
の
分
子
が
、
た
く

さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
事
も
わ
か
っ
た
。 

問
題
は

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
か
ら
、
ゴ
ム
の
持

っ
て
い
る
弾
力
性
を
生
み
出
せ
ば
良
い
訳

だ
。 

こ
れ
は
、
ゴ
ム
を
構
成
す
る
炭
化
水

素
の
分
子
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
分

子
同
士
の
結
び
つ
き
の
状
態
で
発
生
す
る
も

の
だ
。 

そ
こ
で
炭
化
水
素
の
分
子
の
結
合

の
配
列
を
変
え
る
媒
体
が
何
か
発
見
で
き

れ
ば
良
い
訳
で
あ
る
。 

同
じ
石
油
か
ら
採

れ
る
、
エ
チ
レ
ン
や
コ
ー
ル
タ
ー
ル
か
ら
、
ベ

ン
ジ
ン
を
作
り
出
す
事
が
で
き
る
が
、
こ
の

ベ
ン
ジ
ン
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ス
チ
レ
ン
と

い
う
物
質
は
、
色
々
な
分
子
の
結
合
状
態

を
破
壊
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
。
化
学

者
達
は
、
こ
の
ス
チ
レ
ン
の
破
壊
力
に
注
目

し
た
。 

ス
チ
レ
ン
を

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
と
混
ぜ
、
熱

す
る
と

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
の
中
の
炭
化
水

素
分
子
の
結
合
状
態
が
破
壊
さ
れ
、
４
～

５
０
０
０
ぐ
ら
い
の
炭
化
水
素
が
結
合
し

て
、
今
ま
で
よ
り
大
き
い
分
子
に
変
化
し
て

い
く
。
そ
の
分
子
の
結
合
状
態
は
、 

天
然
ゴ

ム
の
分
子
の
結
合
状
態
と
似
て
い
る
―
。
つ

ま
り
、
弾
力
性
が
生
ま
れ
て
く
る
事
が
わ

か
っ
た
。 

こ
の
ス
チ
レ
ン
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
再
結

合
す
る
現
象
は
、
ポ
リ
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

（
重
合
）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
結
果
か
ら
で
き

る
ラ
テ
ッ
ク
ス

（
牛
乳
の
よ
う
な
乳
液
）
を

固
め
る
と
、
天
然
ゴ
ム
に
似
た
性
質
の
あ
る

物
質
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
を
学
名

「
ス
チ

レ
ン
ブ
タ
ジ
エ
ン
・
ラ
バ
ー

（
Ｓ
Ｂ
Ｒ
）
」
と

い
う
合
成
ゴ
ム
に
な
る
訳
で
あ
る
。 

こ
の
化
学
者
達
の
成
果
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府

を
動
か
し
た
。 

戦
局
は
、
真
珠
湾
の
痛
手

を
益
々
深
め
、
つ
い
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も

日
本
の
虎
、
山
下
将
軍
の
手
に
か
か
り

「
イ

エ
ス
か
ノ
ー
か
」
の
急
追
し
た
名
言
の
も
と

に
陥
落
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
時
の
ア
メ
リ

カ
は
、
南
方
資
源
に
替
わ
る
合
成
ゴ
ム
の

本
格
的
生
産
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
、
戦

局
の
転
機
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
中
の
化
学
、
石
油
、
ゴ

ム
会
社
を
動
員
し
て
、
合
成
ゴ
ム
生
産
計

画
を
立
て
た
。
１
９
４
２
年
２
月
の
事
で
あ

る
。

モ
ン
サ
ン
ト
、
ダ
ウ
、
コ
ッ
パ
ー
ス
、
カ
ー
ボ

ン
・
ア
ン
ド
・
カ
ー
バ
イ
ド
の
化
学
会
社
は
、

ス
チ
レ
ン
を
製
造
し
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
シ

ェ
ル
、
シ
シ
ク
レ
ア
、
サ
ン
、
シ
チ
ー
サ
ー
ビ
ス
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ア
ン
ド

・
ハ
ン
ブ
ル
の
各
石
油

会
社
は

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
を
作
る
。
そ
し
て
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
、
フ
ァ
イ

ア
ス
ト
ー
ン
、
Ｕ
Ｓ
ラ
バ
ー
の
ゴ
ム
会
社
は
、

ス
チ
レ
ン
と

「
ブ
タ
ジ
エ
ン
」
を
合
成
し
て

合
成
ゴ
ム
を
作
る
。
残
り
の
中
小
ゴ
ム
会
社

は
、
ふ
た
つ
の
国
策
会
社
に
吸
収
し
て
合
成

ゴ
ム
を
生
産
す
る
。
と
い
う
プ
ラ
ン
だ
。 

石
油
会
社
や
化
学
会
社
の
ス
チ
レ
ン

「
ブ
タ

ジ
エ
ン
」
の
生
産
工
場
は
、
石
油
の
産
地
テ

キ
サ
ス
州
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
グ
ッ
ド

イ
ヤ
ー
は
、
ア
ク
ロ
ン
に
生
産
能
力
、
年
産
、

３
万
ト
ン
の
工
場
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
と
、
テ
キ
サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
年
産
６
万
ト
ン
の
工
場
建
設

に
乗
り
出
し
た
。
政
府
が
持
つ
５１
の
合
成
ゴ

ム
関
係
工
場
の
建
設
を
同
時
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
、
あ
と
１
年
分
し
か
な
い
ゴ
ム
の
補
給

に
真
剣
だ
っ
た
。
こ
の
１
９
４
２
年
に
生
産

さ
れ
た
合
成
ゴ
ム
は
、
３
５
０
０
ト
ン
。
戦

争
も
不
利
な
ら
軍
需
生
産
も
気
勢
が
上
が

ら
な
か
っ
た
。 

こ
う
し
て
、
次
の
年
に
は
、
１０
万
ト
ン
ま
で

生
産
が
上
昇
し
た
が
、
こ
の
時
に
は
、
ア
メ

リ
カ
の
天
然
ゴ
ム
ス
ト
ッ
ク
は
、
底
を
尽
き
、

１
カ
月
分
に
も
足
り
な
い
、
６
万
ト
ン
し
か

な
か
っ
た
。
も
し
、
合
成
ゴ
ム
の
生
産
が
急

ピ
ッ
チ
に
進
み
、
１
９
４
３
年
１
月
１
万
ト

ン
か
ら
、
翌
年
の
、
月
産
７
万
ト
ン
ま
で
追

い
つ
か
な
か
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機

は
、
滑
走
路
か
ら
飛
び
上
が
る
事
は
で
き

ず
、
総
反
撃
の
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。 

ま
さ
に
太
平
洋
戦
争
の
勝
運
を
か
け
た
合

成
ゴ
ム
の
開
発
と
生
産
と
い
う
事
に
な
る
。

（
つ
づ
く
）


